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環境アセスメントの手続きの流れ

（4）環境アセスメントの手続き



調査、予測及び評価の手法の選定について（環境影響評価法）調査、予測及び評価の手法の選定について（環境影響評価法）

（環境影響評価の項目等の選定）
第十一条 事業者は、前条第一項の意見（方法書についての都道府県知事等
の意見）が述べられたときはこれを勘案するとともに、第八条第一項の意見（方
法書についての住民の意見）に配意して（中略)主務省令で定めるところにより、
対象事業に係る環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法を選
定しなければならない。

（準備書の作成）
第十四条 事業者は、第十二条第一項の規定により対象事業に係る環境影響
評価を行った後、当該環境影響評価の結果について環境の保全の見地からの
意見を聴くための準備として、（中略）当該結果に係る次に掲げる事項を記載し
た環境影響評価準備書を作成しなければならない。
（中略）
五 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法
（以下略）

（解説） 調査、予測及び評価の手法の選定の結果は準備書で明らかにされる

こととなり、準備書以前に明らかにすることを求められる手続きはない。

資料：「逐条解説 環境影響評価法」




